
大
槌
町
中
心
部
（
左
）
と
同
町
吉
里
吉
里
地
区

（
右
）
。
山
が
海
ま
で
迫
り
、
海
沿
い
の
平
地

に
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
た
。
上
図
は
赤
線
内

　
地
震
後
、
せ
っ
か
く
避
難
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
危
険
な
低
地

に
戻
り
命
を
落
と
し
た
人
が
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
「
避
難

し
た
後
で
津
波
浸
水
域
に
戻
っ
た
」

犠
牲
者
は
沿
岸
全
域
で
８
・７
％
（
男

・
９
％
、
女

・
１
％
）
。
大
槌

町
内
で
津
波
に
遭
っ
た
人
を
み
て
も

ほ
ぼ
同
程
度
の
８
・
６
％
だ
っ
た
。

　
同
町
末
広
町
の
阿
部
勝
治
さ
ん

（

）は
、
近
所
に
住
む
目
の
不
自
由

な
人
を
心
配
し
て
高
台
か
ら
再
び
低

地
へ
向
か
っ
た
。
岩
下
甫
さ
ん
（

）

は
、
地
震
後
す
ぐ
に
家
族
と
避
難
し

た
が
、
大
事
な
物
を
取
り
に
戻
っ
て

犠
牲
に
な
っ
た
。

　
津
波
は
第
１
波
が
小
さ
く
て
も
、

第
２
波
、
３
波
と
大
き
く
な
る
危
険

性
が
あ
る
。
遠
地
津
波
の
よ
う
に
時

間
が
経
過
し
て
か
ら
大
津
波
が
襲
来

す
る
場
合
も
あ
る
。

　
避
難
の
勧
告
が
取
り
下
げ
ら
れ
る

な
ど
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は

油
断
せ
ず
、
「
逃
げ
た
ら
戻
る
な
」

が
鉄
則
と
な
る
。
避
難
に
必
要
な
持

ち
物
を
事
前
に
用
意
し
て
お
く
な
ど

の
備
え
も
有
効
だ
。

　【調査方法】震災犠牲者の生きた証しを残す企

画「忘れない」の取材に協力いただいた遺族に本

社記者が面談と郵送で実施。昨年 月６日から今

年１月 日までに遺族１５４９人から回答を得て、犠

牲者２１３５人を分析した。地震発生時と津波襲来時

にいた場所が判明した１３２６人は避難行動を再現。

遺族の了解を得た６８７人（男性２９６人、女性３９１人）は

実名で掲載した。地図は国土地理院の航空写真を

利用している。県内の死者・行方不明者は５７９６人。

「忘れない」では３４２８人を掲載している。

　
大
槌
川
と
小
鎚
川
に
挟
ま

れ
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

大
槌
町
中
心
部
の
犠
牲
者
の

行
動
は
、
川
沿
い
と
内
陸
部

で
対
極
的
な
傾
向
が
見
て
と

れ
る
。

　
地
震
発
生
後
、
大
槌
湾
や

川
に
近
い
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
山
側
を
目
指
す
様
子
が
分

か
る
。
岩
間
五
郎
さ
ん
（

）

は
家
族
に
促
さ
れ
、
同
町
大

町
の
自
宅
か
ら
山
側
の
御
社

地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
方
面

に
移
動
。
伊
藤
栄
子
さ
ん

（

）は
近
所
の
人
が
避
難
し

て
い
る
様
子
を
見
て
、
高
台

に
続
く
江
岸
寺
へ
。
避
難
し

た
も
の
の
、
逃
げ
切
れ
ず
命

を
落
と
し
た
人
が
多
か
っ

た
。

　
山
側
で
は
自
宅
か
ら
動
き

だ
そ
う
と
す
る
人
が
少
な

い
。
自
宅
で
被
災
し
た
関
静

子
さ
ん
（

）の
遺
族
は
「
こ

こ
ま
で
津
波
は
来
な
い
。
家

に
い
れ
ば
安
全
と
思
い
、
動

か
な
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
み

る
。

　
ほ
か
に
も
近
所
の
人
と
立

ち
話
を
し
た
り
、
家
の
片
付

け
を
し
て
自
宅
に
と
ど
ま
っ

た
人
が
い
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
同
町

内
で
津
波
に
遭
っ
た
と
判
明

し
て
い
る
犠
牲
者
の
う
ち
、

地
震
後
に
「
避
難
し
な
か
っ

た
」
の
は

・
５
％
で
、
沿

岸
全
域
（

・
３
％
）
よ
り

㌽
余
り
高
か
っ
た
。

　
大
槌
湾
か
ら
約
６
０
０
㍍

離
れ
た
新
町
の
町
役
場
庁
舎

前
に
は
災
害
対
策
本
部
が
開

設
さ
れ
た
。
当
時
の
町
長
ら

多
数
の
職
員
が
犠
牲
と
な

り
、
町
全
体
の
津
波
へ
の
危

機
意
識
の
低
さ
を
象
徴
し
て

い
る
と
も
言
え
る
。

　
平
地
の
中
心
部
に
広
範
囲

に
流
れ
込
ん
だ
津
波
。
海
岸

部
か
ら
高
台
ま
で
距
離
が
あ

る
場
合
、
避
難
の
始
動
を
早

く
し
、
高
齢
者
で
も
避
難
し

や
す
い
道
路
整
備
な
ど
も
欠

か
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　

大
槌
町

　
東
側
に
太
平
洋
が
広
が
り
、
リ
ア
ス
海
岸
の
ほ

ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
山
地
な
の
が
特
徴
だ

が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
大
槌
湾
に
注
ぐ
大
槌
川
と
小
鎚
川
か

ら
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
中
心
市
街
地
の
町
方
地
域

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
海
沿
い
の
安
渡
、
赤
浜
、
吉
里
吉

里
、
浪
板
の
各
地
域
も
津
波
が
襲
っ
た
。
犠
牲
者
は
住
民
の
約

１
割
に
当
た
る
１
２
２
６
人
（
死
者
８
０
３
人
、
不
明
４
２
３

人
）
で
、
加
藤
宏
暉
町
長
を
含
む
多
く
の
職
員
が
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
で
行
政
機
能
が
ま
ひ
し
た
。
被
災
し
た
役
場
旧
庁
舎
は

月
ご
ろ
を
め
ど
に
保
存
、
解
体
の
方
針
が
判
断
さ
れ
る
見
通

し
だ
。

（第３種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）３月７日（月曜日） 特 集 （１６）
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アノテーション=正常終了！

特集０１

シーサイドかろでの母の死
を受け、災害時に地域で高
齢者を支える共助の大切さ
を思う大江昌子さん（左）、
忠信さん夫妻＝山田町山田

山
田
湾
に
臨
む
「
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
」
の
談

話
室
跡
＝
２
０
１
１
年
５
月
、
山
田
町
船
越

山
田
湾
（
手
前
）
と
船
越
湾
（
奥
）
の
海
岸

線
が
入
り
組
む
山
田
町
。
上
図
は
赤
線
内

　大槌町の東日本大震災の犠牲

者の行動を再現したデモ動画

は、パソコンやスマートフォン

で見られます。スマホのサイト

は２次元バーコード（ＱＲコー

ド）からアクセスが可能です。

パソコンは岩手日報社ホームペ

ージの震災特集ページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｗａｔｅ－ｎｐ．ｃ

ｏ．ｊｐ／３１１ｓｈｉｎｓａｉ／ｓｈｉｎｓａｉ＿ｔｏｐ．ｈｔｍｌ）からアクセ

スできます。９日には角度や場所を自分で操作でき

る特設サイトを全面公開します。

　
岩
手
日
報
社
と
首
都
大
学
東
京
の
渡
辺
英
徳
准
教
授

の
研
究
室
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
行
動
再

現
か
ら
は
、
低
地
に
立
地
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
が
い

か
に
危
険
か
が
分
か
る
。
山
田
町
の
施
設
で
は
、
多
く

の
入
所
者
が
動
け
な
い
ま
ま
津
波
襲
来
を
迎
え
た
。
大

槌
町
で
は
、
浸
水
域
に
戻

っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
人
が

多
い
。
「
と
に
か
く
逃
げ

る
　
逃
げ
た
ら
戻
ら
な

い
」
こ
と
を
徹
底
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
「
母
は
か
ろ
に
行
く
の
が

大
好
き
だ
っ
た
」

　
山
田
町
山
田
の
大
江
昌
子

さ
ん
（

）
は
「
あ
の
日
」
の

楽
し
げ
な
母
ア
ヤ
さ
ん
＝
当

時
（

）＝
の
姿
が
今
も
目
に

浮
か
ぶ
。

　
ア
ヤ
さ
ん
は
高
齢
者
福
祉

施
設
で
県
内
最
多
の
犠
牲
を

出
し
た
同
町
船
越
の
介
護
老

人
保
健
施
設
・
シ
ー
サ
イ
ド

か
ろ
で
被
災
。

　
職
員
か
ら
津
波
襲
来
時
に

施
設
の
玄
関
に
い
た
と
聞
い

た
が
、
運
営
法
人
か
ら
明
確

な
状
況
説
明
は
な
い
。
「
高

齢
で
も
一
人
で
歩
け
る
母
。

近
く
の
高
台
に
逃
げ
た
と
思

っ
て
い
た
だ
け
に
な
ぜ
犠
牲

に
」
と
い
ま
だ
心
が
晴
れ
な

い
。

　
施
設
は
利
用
者
に
対
す
る

職
員
の
数
は
少
な
く
、
一
対

一
の
み
の
対
応
は
不
可
能
。

だ
が
、
昌
子
さ
ん
の
夫
忠
信

さ
ん
（

）
は
「
母
の
よ
う
に

自
力
で
歩
け
る
利
用
者
を
施

設
に
と
ど
め
ず
、
一
対
複
数

で
高
台
に
避
難
す
る
訓
練
も

徹
底
し
て
い
れ
ば
生
還
者
が

増
え
た
」
と
分
析
す
る
。

　
介
護
人
材
の
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
「こ
れ
か
ら
は
地

域
の
事
業
者
が
協
力
し
合
え

る
共
助
が
大
切
だ
」。穏
や
か

な
山
田
湾
を
背
に
、
夫
婦
は

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
が
災
害
へ
の
備

え
に
直
結
す
る
と
信
じ
る
。

　
巨
大
地
震
発
生
か
ら
時
間

ば
か
り
が
過
ぎ
る
。
津
波
の

襲
来
が
刻
一
刻
と
迫
る
中
、

山
田
町
船
越
の
介
護
老
人
保

健
施
設
「
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
」

に
い
る
た
く
さ
ん
の
人
に

動
き
は
な
い
。
海
に
近
い
施

設
に
入
所
し
た
高
齢
者
の
多

く
は
、
動
け
な
い
状
況
だ
っ

た
。

　
地
震
発
生
、
大
津
波
警
報

発
令
を
受
け
、
事
務
長
の
内

舘
健
剛
さ
ん
（

）
は
入
所
者

の
避
難
誘
導
を
始
め
た
。
多

く
の
入
所
者
は
要
介
護
度
が

高
く
、
寝
た
き
り
の
人
も
。

１
０
０
人
近
い
高
齢
者
の
避

難
は
簡
単
に
は
進
ま
な
い
。

清
掃
の
パ
ー
ト
だ
っ
た
小
林

京
子
さ
ん
（

）
も
利
用
者
の

車
椅
子
を
押
す
。

　
大
江
ア
ヤ
さ
ん
（

）
は
職

員
の
指
示
を
受
け
、
ホ
ー
ル

で
避
難
の
順
番
を
待
つ
。
堂

田
良
子
さ
ん
（

）
は
施
設
職

員
に
バ
ス
に
乗
せ
ら
れ
、
発

車
を
待
つ
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
堂
田
さ
ん
を
乗

せ
た
バ
ス
が
発
車
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
海
が
施
設
全

体
に
牙
を
む
く
。
祝
田
キ
ミ

さ
ん
（

）
は
車
椅
子
の
ま

ま
、
津
波
に
流
さ
れ
た
。

　
同
施
設
で
は
、
県
内
の
高

齢
者
福
祉
施
設
で
最
多
と
な

る

人
の
利
用
者
と
職
員
が

犠
牲
に
な
っ
た
。
居
室
の
あ

っ
た
２
階
は
海
抜
７
㍍
程

度
。
巨
大
津
波
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
立
地
だ
っ
た
。

　
同
様
の
ケ
ー
ス
は
各
地
で

見
ら
れ
た
。
大
船
渡
市
三
陸

お

き

ら

い

町
越
喜
来
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
さ
ん
り
く
の
園
」

は
利
用
者
、
職
員
合
わ
せ
て

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
松

川
キ
ミ
ヨ
さ
ん
（

）
は
自
ら

の
行
動
は
不
可
能
で
、
避
難

に
手
が
回
ら
ず
被
災
し
た
と

み
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
も
避
難
に
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
が
、
浸
水
域

に
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
た

こ
と
が
招
い
た
悲
劇
と
い
え

る
。
職
員
が
い
く
ら
頑
張
っ

て
も
、
入
所
者
の
迅
速
な
避

難
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
「
高
齢
者
施
設
は
必

ず
高
台
に
建
て
る
」
と
い
う

ル
ー
ル
を
徹
底
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
亡
く
な
っ
た
人
の
年
齢
は

当
時
）

　

山
田
町

　
陸
中
海
岸
の
中
央
部
で
、
山
田
、
船
越
の
両

湾
を
備
え
る
。
沖
合
は
親
潮
と
黒
潮
が
交
差
し
、
世
界
有
数

の
漁
場
。
山
田
漁
港
の
ほ
か
、
織
笠
、
大
浦
、
田
の
浜
な
ど

の
漁
業
集
落
が
あ
り
、養
殖
を
含
め
昔
か
ら
漁
業
が
盛
ん
だ
。

東
日
本
大
震
災
で
は
死
者
６
０
４
人
、
不
明
１
４
８
人
の
犠

牲
を
出
し
た
。
中
心
市
街
地
の
山
田
地
区
で
は
１
４
０
３
棟

が
全
半
壊
し
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
陸
中
山
田
駅
は
火
災
で
焼
失
。

織
笠
、
船
越
、大
沢
の
各
地
区
で
も
津
波
で
防
潮
堤
や
学
校
、

消
防
施
設
な
ど
が
被
災
し
た
。
中
で
も
、
船
越
地
区
の
介
護

老
人
保
健
施
設
・
シ
ー
サ
イ
ド
か
ろ
で
は
県
内
の
高
齢
者
福

祉
施
設
で
最
多
の

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

（第３種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）３月７日（月曜日）特 集（１７）
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